
深
　

井
　

史
　

郎

五
線
紙
の
中
で
生
涯
を
終
え
た
作
曲
家

「

第

九

」

を

聴

き

に

上

京

生
涯
を
五
線
紙
に
語
り
つ
づ
け
た
と
形
容
さ
れ
る
深
井
史
郎
が
秋
田
市
新
屋
元
町
（
旧
下
表
町
）
で
誕
生
し
た
の
は

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
四
月
四
日
で
あ
る
。
父
と
長
兄
が
医
師
、
次
兄
は
農
学
博
士
だ
か
ら
秀
才
一
家
と
言
っ
て



よ
い
で
あ
ろ
う
。

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
四
年
で
秋
田
中
学
を
終
え
た
深
井
は
鹿
児
島
の
官
立
第
七
高
等
学
校
造
土
館
（
鹿
児

島
大
学
の
前
身
）
の
理
科
に
入
学
す
る
。
漠
然
と
な
が
ら
建
築
家
を
志
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

校
内
の
ル
ー
ザ
・
カ
ル
テ
ッ
ト
に
加
わ
り
、
さ
ら
に
リ
ム
ス
キ
ー
・
コ
ル
サ
コ
フ
の
和
声
法
や
対
位
法
ま
で
学
ん
だ

り
し
て
い
た
が
、
肺
を
患
い
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
卒
業
す
る
と
同
時
に
郷
里
に
帰
っ
て
二
年
間
の
療
養
生
活

を
送
っ
た
。

病
状
が
落
ち
着
い
た
の
を
み
て
、
深
井
は
親
友
の
大
島
郁
太
郎
と
と
も
に
秋
田
マ
ン
ド
リ
ン
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
参

加
す
る
。
そ
こ
で
指
揮
を
し
て
い
た
の
が
石
田
直
太
郎
で
あ
っ
た
。

石
田
は
以
前
秋
田
中
学
の
教
師
で
、
深
井
も
彼
に
教
わ
っ
た
が
、
専
門
の
漢
文
や
書
道
は
そ
っ
ち
の
け
で
古
美
術
や

音
楽
、
文
学
の
話
な
ど
に
脱
線
す
る
型
破
り
の
教
師
で
あ
っ
た
。

中
学
時
代
の
深
井
と
大
島
は
、
土
崎
に
あ
る
石
田
宅
を
何
度
か
訪
れ
、
外
国
製
の
蓄
音
機
で
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
や
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
の
音
楽
に
触
れ
て
い
る
。

大
正
十
三
年
の
暮
れ
に
は
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
「
第
九
」
を
聴
く
た
め
二
人
揃
っ
て
東
京
に
出
か
け
た
り
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
。

昭
和
三
年
、
音
楽
を
志
す
若
者
二
人
は
親
の
説
得
に
成
功
し
て
上
京
。
深
井
は
山
田
耕
筰
と
近
衛
秀
麿
に
入
門
を
申

し
込
ん
で
断
ら
れ
、
仕
方
な
く
国
立
音
楽
学
校
に
籍
だ
け
置
き
、
南
葵
文
庫
に
通
う
。
こ
の
文
庫
は
紀
州
徳
川
家
の
蔵

書
を
公
開
し
た
も
の
で
、
大
正
十
三
年
か
ら
は
音
楽
図
書
館
も
開
設
し
て
い
た
の
で
あ
る
。



と
こ
ろ
が
、
国
立
に
学
校
騒
動
が
発
生
し
て
深
井
は
帝
国
音
楽
学
校
に
移
る
。
そ
こ
に
作
曲
科
が
新
設
さ
れ
、
菅
原

明
朗
が
教
え
る
と
い
う
の
で
受
験
し
た
も
の
だ
が
、
受
験
生
は
深
井
一
人
だ
け
で
あ
っ
た
。

菅
原
は
、
作
曲
理
論
で
は
当
代
随
一
と
言
わ
れ
て
い
た
音
楽
家
で
、
以
後
、
深
井
は
菅
原
に
師
事
し
て
音
楽
理
論
を

学
ん
で
い
く
。

な
お
、
一
緒
に
上
京
し
た
大
島
は
東
洋
音
楽
学
校
に
入
っ
た
が
、
病
気
の
た
め
中
退
し
て
い
る
。

深
井
の
帝
国
音
楽
学
校
卒
業
の
前
年
に
な
る
昭
和
五
年
、
東
海
林
太
郎
が
満
鉄
を
退
社
し
て
帰
国
し
て
い
た
。
深
井

は
秋
田
中
学
の
こ
の
先
輩
を
東
京
セ
レ
ネ
ー
ダ
ー
ス
と
い
う
男
女
四
人
ず
つ
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
に
紹
介
す
る
。
東

海
林
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
レ
コ
ー
ド
吹
き
込
み
テ
ス
ト
か
ら
芽
を
つ
か
ん
で
歌
手
へ
の
道
を
踏
み
出
し
た
の
だ
か

ら
、
深
井
は
結
果
的
に
東
海
林
の
恩
人
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

出

世

作

さ
て
、
帝
国
音
楽
学
校
を
出
た
深
井
は
関
忠
果
の
知
遇
を
得
て
、
ま
ず
映
画
音
楽
に
手
を
そ
め
る
。
昭
和
七
年
、「
長

崎
留
学
」
（
新
興
キ
ネ
マ
）
「
新
納
鶴
千
代
」
（
同
）
「
大
菩
薩
峠
」
（
日
活
）
な
ど
を
立
て
続
け
に
作
曲
し
て
い
る
。

他
方
、
昭
和
十
年
に
は
合
奏
団
コ
ン
セ
ー
ル
・
ビ
ジ
ュ
ー
を
結
成
し
、
管
弦
楽
と
合
唱
の
演
奏
を
試
み
る
が
、
こ
れ

は
一
年
き
り
で
解
散
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
十
年
に
は
作
曲
家
連
盟
に
入
会
し
た
ほ
か
、
北
川
冬
彦
、
草
野
心
平
、
高

木
東
六
ら
と
語
ら
っ
て
ポ
エ
ム
ク
ラ
ブ
（
詩
と
音
楽
の
会
）
を
結
成
し
て
い
る
。



こ
の
会
は
、
ポ
エ
ム
（
詩
）
と
ム
ジ
カ
ー
ト
ン
（
音
楽
）
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
、
深
井
が
草
野
心
平
の
詩
「
蛙
・

祈
り
の
歌
」
に
作
曲
し
た
も
の
は
「
詩
と
音
楽
」
と
い
う
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
り
し
た
。

深
井
の
出
世
作
は
、
昭
和
十
二
年
の
新
交
響
楽
団
主
催
第
一
回
邦
人
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選
し
た
「
パ
ロ
デ
ィ
的

な
四
楽
章
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
深
井
の
最
初
の
管
弦
楽
曲
で
あ
る
が
、
題
名
の
と
お
り
フ
ァ
リ
ア
、
ス
ト
ラ
ビ
ン
ス

キ
ー
、
ラ
ベ
ル
、
ル
ッ
セ
ル
の
四
人
の
西
欧
作
曲
家
を
意
識
的
に
模
倣
し
、
技
法
上
の
実
験
を
い
ろ
い
ろ
試
み
た
作
品

で
あ
っ
た
。

音
楽
に
限
ら
ず
、
芸
術
の
世
界
で
は
模
倣
は
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
も
の
だ
が
、
深
井
は
、
当
時
、
楽
壇
一
の
文
章
家
と

し
て
知
ら
れ
、
深
井
も
私
淑
し
て
い
た
伊
庭
孝
の
「
作
曲
家
は
模
倣
を
恐
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
に
共
感
し

て
こ
の
作
品
に
挑
戦
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

二
人
が
直
接
知
り
合
っ
て
か
ら
は
、
伊
庭
は
深
井
の
ど
ん
な
小
曲
で
も
聴
い
て
批
評
し
て
く
れ
た
し
、
音
楽
以
外
の

分
野
で
も
深
井
は
伊
庭
の
影
響
を
い
ろ
い
ろ
受
け
て
い
る
。
深
井
が
、
生
涯
の
師
と
し
て
、
石
田
直
太
郎
、
菅
原
明
朗

と
と
も
に
伊
庭
孝
を
挙
げ
る
所
以
で
あ
る
。

多

彩

な

作

曲

活

動

昭
和
十
三
年
、
深
井
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
の
依
頼
で
国
民
詩
曲
「
日
本
俚
謡
に
よ
る
嬉
遊
曲
」
を
完
成
し
、
翌
十
四
年
に

は
楽
団
プ
ロ
メ
テ
に
途
中
か
ら
参
加
し
た
。
こ
れ
は
、
田
沢
湖
町
神
代
に
本
拠
を
置
い
て
新
し
い
音
楽
舞
踊
運
動
を
全



国
的
に
広
め
て
い
る
わ
ら
び
座
主
宰
の
原
太
郎
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
当
時
の
楽
壇
の
中
で
は
か
な
り
進
歩
的
色
彩

を
も
っ
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。

芸
術
至
上
主
義
的
傾
向
の
強
い
菅
原
明
朗
門
下
の
深
井
が
左
翼
的
な
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
が
、

そ
こ
に
深
井
の
理
想
主
義
的
、
人
道
主
義
的
な
人
間
性
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
こ
の
十
四
年
に
は
、
北
原
白
秋
の
「
日
本
の
笛
」
に
曲
を
つ
け
て
い
る
が
、
こ
の
独
唱
曲
は
後
に
多
く
の
人
々

に
歌
わ
れ
た
。

昭
和
十
五
年
は
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
の
年
で
、
十
二
月
に
奉
祝
芸
能
祭
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
深
井
は
、
こ
の
催

し
の
た
め
日
本
文
化
中
央
連
盟
の
委
嘱
で
現
代
舞
踊
「
想
像
」
を
書
き
、
翌
十
六
年
に
は
、
新
京
市
の
招
き
で
満
州
に

渡
っ
て
各
地
を
視
察
、
新
京
交
響
楽
団
の
た
め
に
交
響
管
弦
楽
「
大
陸
の
歌
」
を
作
曲
し
た
。

出
世
作
「
パ
ロ
デ
ィ
的
な
四
楽
章
」
が
、
日
響
、
ロ
ー
ゼ
ン
シ
ュ
ト
ッ
ク
指
揮
で
再
演
さ
れ
た
の
は
昭
和
十
七
年
だ

が
、
深
井
は
こ
の
年
に
も
渡
満
し
、
翌
年
、
満
州
民
謡
に
よ
る
交
響
組
曲
「
海
原
」
「
葬
送
行
進
曲
」
な
ど
を
作
曲
し

て
い
る
。

戦
後
最
初
の
大
き
な
仕
事
は
、
昭
和
二
十
四
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
依
頼
で
作
曲
し
た
混
声
合
唱
と
大
管
弦
楽
の
た
め
の
交

声
曲
「
平
和
へ
の
祈
り
」
で
あ
り
、
翌
年
に
は
ブ
ラ
ン
デ
ン
の
詩
に
よ
る
舞
踊
曲
「
秋
の
声
」
四
景
が
書
か
れ
た
。

二
十
八
年
発
表
の
「
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
の
た
め
の
組
曲
」
は
テ
ー
プ
録
音
を
使
用
し
た
も
の
で
、
初
め
て
の
実
験
と

し
て
注
目
さ
れ
た
ほ
か
、
放
送
芸
術
祭
に
参
加
し
た
「
雪
女
」
は
文
部
省
作
曲
奨
励
賞
を
受
け
て
い
る
。

昭
和
三
十
二
年
は
東
京
開
都
五
百
年
に
あ
た
っ
て
い
て
、
賑
や
か
な
祭
典
が
開
か
れ
た
が
、
深
井
は
東
京
都
か
ら
の



依
頼
で
「
交
響
曲
絵
巻
―
―
東
京
―
―
」
を
作
曲
す
る
と
と
も
に
、
同
年
、
声
楽
家
内
田
る
り
子
の
た
め
に
「
四
つ
の

日
本
民
謡
―
―
田
植
唄
、
田
の
草
取
り
唄
、
船
頭
唄
、
盆
踊
り
唄
―
―
」
を
書
い
た
。

こ
れ
は
、
戦
前
、
東
宝
の
文
化
映
画
「
土
に
生
き
る
」
の
た
め
に
秋
田
県
内
各
地
を
回
り
、
能
代
市
郊
外
の
田
植
唄

か
ら
男
鹿
半
島
の
ま
ん
だ
ら
、
さ
ら
に
田
沢
湖
の
奥
地
で
古
い
お
ぼ
こ
節
や
正
調
生
保
内
節
を
た
ず
ね
歩
い
た
と
き
か

ら
、
深
井
の
脳
裡
に
深
く
し
ま
わ
れ
な
が
ら
、
成
熟
の
と
き
を
待
っ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
作
品
は
「
音
楽
芸

術
」
誌
上
で
高
く
評
価
さ
れ
た
。

他
方
、
こ
の
時
期
は
映
画
音
楽
の
作
曲
も
旺
盛
で
、
三
十
二
年
の
東
映
「
鳳
城
の
花
嫁
」
で
は
ア
ジ
ア
映
画
祭
音
楽

賞
を
獲
得
し
て
い
る
。
日
本
映
画
音
楽
協
会
会
長
に
就
任
し
た
の
も
こ
の
年
で
あ
っ
た
。

深
井
の
映
画
音
楽
は
数
知
れ
な
い
が
、
映
画
音
楽
は
一
本
の
映
画
に
数
十
曲
も
の
作
曲
が
要
求
さ
れ
る
の
で
、
ど
う

し
て
も
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
く
る
。
と
く
に
、
深
井
の
よ
う
に
良
心
的
に
ひ
た
む
き
に
仕
事
に
取
り
組
む
型
の
人
間

に
と
っ
て
は
、
い
た
ず
ら
に
才
能
を
す
り
減
ら
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
心
身
の
激
し
い
消
耗
を
強
い
ら
れ
る
要
素
も
内

包
し
て
い
た
。

作

曲

中

に

絶

命

深
井
は
、
神
楽
坂
と
矢
来
町
の
問
の
高
台
に
、
自
分
で
設
計
し
た
家
を
建
て
て
暮
ら
し
て
い
た
が
、
楽
譜
の
山
に
囲

ま
れ
、
部
屋
の
内
側
か
ら
錠
を
お
ろ
し
て
五
線
紙
と
格
闘
す
る
毎
日
で
あ
っ
た
。



作
曲
の
他
に
も
、
『
恐
る
る
も
の
へ
の
風
刺
―
―
あ
る
作
曲
家
の
発
言
』
（
音
楽
の
友
社
、
昭
和
四
十
年
刊
）
の
著
作

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
う
し
た
多
忙
な
日
常
の
な
か
で
深
井
は
、
次
第
に
、
酒
に
睡
眠
薬
を
ま
ぜ
た
も
の
の
力
を
借

り
な
け
れ
ば
休
息
を
取
れ
な
い
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
く
。

昭
和
三
十
四
年
七
月
二
日
、
京
都
の
旅
館
の
一
室
で
、
近
松
門
左
衛
門
の
『
冥
土
の
飛
脚
』
を
映
画
化
し
た
「
浪
花

の
恋
の
物
語
」
を
作
曲
し
て
い
た
が
、
に
わ
か
に
胸
の
苦
し
み
を
訴
え
、
そ
の
ま
ま
急
逝
し
て
し
ま
う
。
狭
心
症
に
襲

わ
れ
た
も
の
で
、
ま
だ
五
十
一
歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
。

作
曲
中
の
壮
絶
な
絶
命
で
、
音
楽
家
と
し
て
は
あ
る
意
味
で
本
望
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
も
う
少
し
長
生
き
し
て

い
れ
ば
、
さ
ら
に
よ
い
仕
事
を
残
し
て
く
れ
た
に
違
い
な
い
と
思
う
と
、
無
念
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
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